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おにぎり
地域の皆さんへ

感謝の気持ちを込め
た



表紙の写真

　地域の皆さんへ　感謝の気持
ちを込めたおにぎり
　表紙の写真は、米作りなどお
世話になった皆さんに感謝の気
持ちを込めて、おにぎりをに
ぎっている「感謝のおにぎり
会」での一コマです。
（11ページに関連記事）

今月の主な内容

Ｐ４～５
　みんなですすめる
　食と運動　あったか大作戦
　（運動編）

Ｐ６～７
　２つの法人を設立するために
準備を進めています

Ｐ８
　金井小学校が文部科学大臣表
彰を受賞！

便利です！
市報は、いつでもどこで
もあなたのそばに・・・
　市ホームページ、マイ広報紙
（QRコード）、マチイロアプリから
も広報誌「市報さど」がご覧いた
だけます。
※マチイロアプリについては、裏表紙を

ご覧ください。
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名古屋市上下水道局・自衛隊の
皆さんによる給水支援の様子

　漏水に伴い、多くのご家庭で水道水の使用量が通常よりも
多くなっているものと思われることから、緊急の措置として、
漏水被害の有無にかかわらず、すべてのご家庭で２月分の水
道水の使用量を次のとおり算出し、上下水道料金のご負担を
軽減しています。
算出方法　①から③のうち最も少ないものを２月分の水道
水の使用量として算定し、上下水道料金をご請求させて
いただいています。
　①２月分（１月中使用分）、②前年同月（平成29年１月中使用分）、
　③同年前月（平成29年12月中使用分）

漏水に伴う上下水道料金（2月分）のご負担を
軽減しています



　
　１月下旬の寒波は、これまでに経験したことのない水道管の凍結を引き起こしたため、宅内水道管

等を修理した世帯に見舞金を支給します。

　なお、本制度は３月議会で必要な予算が可決された後、対象と思われる世帯に個別にご案内します。

対象工事　市指定水道工事店に１月23日以降に発注した漏水修理工事
対象世帯　市民税非課税世帯でかつ65歳以上の高齢者のみの世帯
見舞金額　５，０００円
提出書類　漏水被災届出書、漏水修理工事の請求書または領収書
提出期限　３月30日（金）　午後５時30分まで
お問い合わせ　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―５５４４または、☎６３―３１２５

Ａ．低温・強風が長時間継続したため、多くのお宅で宅内水道管等が凍結しました。水は凍ると体積
が増えるため、管等が破損します。寒気が緩むと同時に、凍結により破損した宅内水道管等から水
道水が一気に漏れ出したのが主な原因です。
　　このため、市では各戸の水道メーターの確認をお願いしましたが、水道水の供給量が漏れ出す量
に追いつかず、断水となった地域が多く発生してしまいました。

Ａ．可能な限りの給水を続けると同時に各戸の水道メーターを確認し、漏水しているお宅を止水した
上で、さらに通水区域を拡大することを繰り返して徐々に断水区域の縮小を図っていき、通常の給
水状態まで戻していきました。

Ａ．今回の被害は近年まれにみる気象条件が原因ですが、再発を防止するには宅内水道管等の破損を
防ぐために適切な管理をしてください。
　※宅内水道管等は、水道メーターから先でお宅の蛇口までが個人の管理です。

凍結させない対策をしましょう！

　宅内水道管等を断熱材で覆ったり、ヒーターを設置したりすることで凍結が予防できます。

長期不在の場合は、水道の元栓を閉めましょう！

　長期間水道を使用しない場合には止水栓を閉めるようにしましょう。止水栓を閉めれば水道管等が
破損したとしても管等から大量の水が漏れ出すことは無くなります。
　止水するには市で管理している栓を完全に閉める方法（一時中止）と、利用者自ら水道メーターボ
ックス内の止水栓を閉める方法があります。止水栓が無い場合や止水栓に不具合がある場合は、市で
修理しますので市役所上下水道課までご連絡ください。
お問い合わせ　建設部上下水道課　☎５５―３１７３
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運動習慣のある方の割合（H29）
（週2回30分以上）

～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳～
男

市平均 県平均（H27)
女

　どの世代も運動習慣の
ある方の割合は県平均に
比べて低い状況です。
　肥満予防のためにも少
しづつ運動する習慣を身
につけましょう！

おやつなどを食べると何分ウォーキングしなければいけないかな？

10分歩いて1,000歩の方（体重50〜60㎏）の場合

あんぱん（1個）
ポテトチップス（小1袋）
あめ（3個）またはチョコ（4個）
せんべい（1袋）
缶チューハイ（1本）
ビール（1本）
ビール（糖質ゼロ）（1本）
缶コーヒー（1本）

321
179
80
80
179
147
84
67

2.0
1.1
0.5
0.5
1.1
0.9
0.5
0.4

96分
53分
24分
24分
53分
43分
24分
20分

カロリーを消費するのに
必要なウォーキング時間の目安おやつ カロリー（Kcal） ごはんに換算（杯）

※1杯約100gで算定

ポテトチップス（小１袋）を食べたら
約１時間ウォーキングしないと
消費できないんだね。大変！

消費エネルギー 摂取エネルギー



有酸素運動
ウォーキング・ジョギング・水泳　など
  効果
・体脂肪を燃やす
・血圧を安定させる
・血流量を増加させる
・血管年齢の若返り
・心肺機能を高める　など

柔軟性運動
ストレッチ・ラジオ体操　など
  効果
・筋肉の柔らかさを保つ
・けがの予防をする
・血管の柔軟性を高める
・体脂肪を燃やす
・血圧を安定させる　など

お問い合わせ
　市民福祉部市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３―３１１５

無酸素運動
筋トレ・腹筋・スクワット　など
  効果
・筋肉を強化する
・足腰を丈夫にする
・基礎代謝量が増加する　など

運動を長く持続するために

機会を見つける ⇒ １日の中で体を動かす機会を見つけましょう。
　　　　　　　　　　　　　　日常生活の中で、体を動かせる時間帯があるはず！

時間をつくる ⇒ １日１０分運動する時間をつくってみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　その時間帯の中で、10分間運動しよう！

運動を楽しむ ⇒ 運動を楽しむきっかけを探しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　苦しかったり、きつかったりするのでは長続きはしません。
　　　　　　　　　　　　　　楽しい時間になるよう、工夫することも大切！

　まずは、今より10分多く歩くことからスタートし、「１回30分以上週２回以上」
の運動習慣を身につけるようチャレンジしましょう！

健康づくりのための３つの運動！　　○有酸素運動　　○無酸素運動　　○柔軟性運動

ステップ3

ステップ2

ステップ1

バンダナウォーキング隊
　月１回、楽しくみんなで歩いています。
（その都度、歩く場所・集合時間が変わります。）
ひまわりクラブ
　毎週火曜日、午後1時30分集合
　会場：あいかわ開発総合センター
そらこい教室
　毎週水曜日、午後１時30分集合
　会場：金井コミュニティセンター
フレッシュクラブ
　毎週水曜日、午後１時30分集合
　会場：トキのむら元気館
かきっこ
　毎週月曜日、午前10時集合
　会場：羽茂農村環境改善センター
※各グループに参加したい方など、詳しくはお問い
合わせください。

ウォーキングまた筋力トレーニングなどを行って
います。

ウォーキングの場合、10分
歩いて1,000歩、約30kcal
消費できます。



　人口の減少や高齢化、情報通信技術の発展など、文化を取り巻く環境が時代と共に変化し、佐渡市でも
豊富で貴重な文化の継承が懸念されるなどの課題が浮き彫りになってきています。
　また、国・地方財政の縮小も進む中、行政ができる施策や支援にも限りがあり、行政だけで課題の進行
を食い止めることは難しい状況です。
　市では、これらの課題の解決を図るため、「一般財団法人佐渡文化財団」の設立を計画しており、有識
者の方を集めた「設立準備会」を開催して検討を進めています。
　第７回まで行われた設立準備会（２月７日現在）を経て、決定した主な事項は次のとおりです。

お問い合わせ　教育委員会社会教育課佐渡学センター　文化振興係　☎５２―２４４７

・小中学校や高校、専門学校などと連携した継承事業。
・豊富で多様な有形・無形文化の効果的な活用事業。
・国内外を問わず多くの方に佐渡文化の素晴らしさを伝える情報発信事業。
・そのほか、市民の文化活動支援など、地方創生に繋がる積極的な文化振興事業。

設立準備会の検討の様子

設 立 予 定

設 立 者

法人の形態

法人の名称

法人の目的

平成30年7月

佐渡市

一般財団法人（非営利法人）

一般財団法人佐渡文化財団

佐渡の豊かな文化を守り、未来へ引
き継ぐとともに、文化資源の活用を
通じ、活き活きとした地域住民の暮
らしの実現に寄与すること。

文化振興を目的とした財団法人



平成30年４月に発足！

新たな観光推進体制の再構築を図ります！

これまでの体制は？ 新体制では！

　観光を取り巻く環境は急速に変化しており、情報通信技術の発展などから手軽に旅行者が情報を得られ、
手配も可能となっていることから個人旅行がトレンドとなってきています。
　これまでの観光推進体制は、旅行代理店が送客する受け地として観光事業者を中心に取り組んできまし
たが、多様化する旅行者のニーズに応えることには限界がありました。
　平成28年7月に観光事業者のみならず多様な関係
者で組織する「佐渡観光地域づくり推進協議会」
を立ち上げ、これまで取り組んできた旅行形態に
も今後も一定のニーズが見込まれること、さらに
選ばれる観光地となるにはどうすればよいのか、
各種セミナーなどの開催や検討を行ってきました。
　それにより、島民生活の近くにある文化風習生
業にこそ、個人観光客のニーズに応えられる地域
資源があるという結果が得られ、この地域資源を
活かした観光を推進するためには、地域住民と一
緒に「我々に何ができるか」を考えて実行する必
要がありました。
　そのため、観光地域づくりのプラットフォームとして新たに「一般社団法人佐渡観光交流機構」を４月
に発足し、島民一丸となった「観光地」を目指していきます。

一般社団法人佐渡観光協会
・島外の旅行代理店などと連携した誘客
が得意
・観光案内所を運営
・島内に支部を持っており地域イベント
も行う
・観光事業者を中心に組織

4月発足！
一般社団法人佐渡観光交流機構
（佐渡版ＤＭＯ）
・観光事業者のみならず多様な関係者で組織
・これまで築いたノウハウを維持しつつ、プロ
モーション＋観光地域づくりを行う
・観光客のニーズを分析
・ニーズにあった観光コンテンツを作成／販売
・施策立案／提言
・外貨の獲得による儲かる地域づくりを行い経
済の好循環を目指す
「滞在期間の延長＝顧客消費額の増大!!」

DMOとは？
　Destination Management／Marketing Organization 
の略です。
　地域の「稼ぐ力」を引き出すと共に地域への誇りと
愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地
域づくりの舵取り役となる法人です。

一般社団法人
佐渡地域観光交流ネットワーク
・教育旅行を中心に農家漁家民泊を推進
・地域と連携した観光地域づくりが得意
・個人客を中心に着地型のプログラムを
展開
・大規模なプロモーションは得意としない

お問い合わせ　産業観光部観光振興課　☎６７―７９４４

観光地域づくりを目的とした社団法人

特別セミナーの様子

7





4月21日(土)・22日(日)
おんでこドーム（両津湊）

島内最大級のグルメイベントでおもてなし！
日時　４月21日（土）　正午～午後８時
　　　４月22日（日）　午前10時～午後３時

日時　４月21日（土）
　　　午後４時から
会場　おんでこドーム周辺
※４月13日(金)までにお申し込みください。
定員　150人（先着順）

日時　４月21日(土)
　　　午後４時から　
　　　４月22日(日)
　　　午後１時30分から
会場　おんでこドーム内ステージ

定員　各20人（先着順）

監修「喜助菓子店」
※４月13日（金）までに
　お申し込みください。

さど食の陣実行委員会事務局
☎７４―３５１５
さど食の陣実行委員会事務局
☎７４―３５１５

佐渡の特産品を使った
オリジナル大鍋を食べ比べ！

佐渡のグルメ、
特産品の大露店市、
佐渡の地酒・郷土料理
　など多数出展します！

おいしいものを食べながら
ゆっくり芸能を堪能♪
利き酒コンテストも開催！

イベント情報を「さど食の陣」
のホームページで随時更新中！

金哲彦さんによる

ランニング教室
しんちゃんせんせいに

学ぶ

和太鼓教室

※４月13日（金）までにお申し込みください。

佐渡市スポーツ協会　☎６７―７５１０

EXPO開催 参加費無料



　第32回佐渡地区リコーダーフェスティバルがあいぽーと佐渡を会場に開催され、約100人の観客の皆さ
んは、ホールに響き渡る美しいリコーダーの音色を
楽しみました。
　今月25日に開催される全日本リコーダーコンテス
トに出場する両津中学校リコーダー部の皆さんは、
清らかな音色を奏でていました。
　なお、全日本リコーダーコンテストには、両津中
学校のほか、真野中学校、南佐渡中学校のリコー
ダー部の皆さんも出場します。

　市が発注した建設工事の施工成績が特に優良な建設業者とその工事を施工管理した技術者の方および、
市が発注した除雪業務に20年以上従事し、ほかの模範となる除雪従事者の方が表彰されました。
　これからも安全を第一にご活躍を期待しています。
○優良工事・優秀技術者表彰
・会社名：遠藤建設株式会社
　工事名：浜中1号線道路改良工事
　技術者：川端　寛之さん
・会社名：遠藤建設株式会社
　工事名：畑野行政サービスセンター耐震補強・大規模
　　　　　改修（建築）工事
　技術者：中川　信弘さん
○除雪功労者
・横吞　正二郎さん（矢櫃建設株式会社）
・金子　智胤さん

　全国的に文化財防火運動を展開する「文化財防火
デー」に合わせて、両津地区潟端の諏訪神社で、防
火訓練が行われました。
　県指定有形民俗文化財である「佐渡諏訪神社能舞
台」に隣接する拝殿から出火したとの想定で、消防
署と消防団による放水訓練や消火器具の取り扱い講
習を行い、火災が発生した際に落ち着いて対応でき
るよう確認し、みんなで防火意識を高めました。



　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）と心肺蘇生法を行い、
救急救命活動をされた４人の方に感謝状が贈呈され
ました。
　皆さんは、突然のことにも慌てることなく、協力して救
命活動をすることができたと話してくれました。
　毎月、消防署では普通救命講習を開催しています。い
ざという時、大切な人を助けられるのは、確かな知識と
技術、そして勇気です。身近な人の「もしも」の時のため
に、普通救命講習を受講してみませんか！

　「大学と連携した地域活性化実証事業」の振り返
りの場として、７つのグループが活動報告を行いま
した。
　参加者からは、「活動報告をヒントに、地域活性
化に繋げたい」「大学を受け入れている地域の話が
聞けて良かった。人と人とのつながりで続いている
と感じた」などさまざまな意見がありました。
　地域活性化のために多くの大学生が佐渡で活動し
ていることを知っていただき、地域が元気になるよ
うな取り組みが、継続・拡大してほしいですね。

　前浜小学校では、トキがやってくる学校前の田んぼに「トキの停留所」という名前を付けて、地域の皆さんと一
緒に米作りを行っており、トキの停留所で収穫されたお米を使ったおにぎり会が開催されました。
　児童の皆さんは、米作り
や佐渡おけさの指導、本
の読み聞かせなどお世話
になった地域の皆さんに
感謝の気持ちを込めて、一
つ一つ丁寧におにぎりをに
ぎりました。
　笑顔いっぱいの皆さんを見て、感謝の気持ちがこもった
おにぎりのおいしさが伝わってくるようでした。

左から感謝状が贈呈された岩﨑伸作さん(稲鯨）、杉山
雅浩さん(相川四十物町）、最上瑶平さん(河原田本
町）、渡部好一さん(相川炭屋町）
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海
星
幼
稚
園
は
、
３
月
で
閉
園
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
閉
園
式
を
行
い

ま
す
。

　
３
月
25
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分
（
予
定
）

　

海
星
幼
稚
園
（
両
津
夷
２
４
９
番
地
）

※
閉
園
式
終
了
後
、
ご
自
由
に
ご
歓
談
く
だ
さ

い
。

※
卒
園
生
や
保
護
者
の
方
々
に
は
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
多
く
の
方
に
お
知
ら
せ
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

学
校
法
人
聖
母
学
園　

海
星
幼
稚
園

　

☎
27
―
２
３
０
６

　

４
月
28
日
㈯
〜
５
月
５
日（
土
・
祝
）

　

午
前
11
時
、
午
後
２
時
30
分
開
演

※
１
日
２
回
公
演
。

　

４
月
28
日
㈯
、
５
月
３
日
（
木
・
祝
）
は
午
後

公
演
の
み
で
、
５
月
１
日
㈫
、
５
月
２
日
㈬
は

休
演
日
で
す
。

　

宿
根
木
公
会
堂

　

（
宿
根
木
４
５
６
番
地
）

　

大
人（
中
学
生
以
上
）  

３
，５
０
０
円

　

小
人（
４
歳
〜
小
学
生
）１
，５
０
０
円

※
当
日
、
各
３
０
０
円
増
。

島
民
早
割　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、

前
売
価
格
よ
り
３
０
０
円
引
き
（
取
り

扱
い
は
鼓
童
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館
の
み
で
３
月

31
日
㈯
ま
で
）

　

鼓
童
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

　

☎
86
―
２
３
３
０

　

（
月
〜
金
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
、
開
催
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
・　

　

両
津
地
区

　
３
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
〜
４
時

　

両
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

　

赤
泊
地
区

　
３
月
21
日（
水
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

赤
泊
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
81
―
１
１
５
５

心
配
ご
と
相
談
所
は
３
月
31
日
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
所
し
ま
す

　

市
の
委
託
事
業
と
し
て
佐
渡
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
た
心
配
ご
と
相

談
所
は
、３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

今
後
、日
常
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
・
困
り
ご
と
の
ご
相
談
は
、各
相
談
機
関

ま
た
は
市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

各
相
談
機
関
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
市
役
所
窓
口
で
連
絡
先
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

　地域の子育てを支援することを目的として、平
成18年４月からファミリーサポートセンター事業
を実施してまいりましたが、利用実績の減少や事
業見直しの結果、３月31日をもって終了すること
になりました。
　長い間、ご利用・ご協力ありがとうございました。
　市民福祉部子ども若者課
　子育て支援係　☎６３―３１２６

INFORMATION

マ
ー
ク
の
説
明

情
報

「
海
星
幼
稚
園
」
閉
園
式

「
鼓
童
」
佐
渡
宿
根
木
公
演

心
配
ご
と
相
談
所

島
民
早
割
あ
り
！

　日時 休館日 会場
　対象者 料金（記載がないときは無料）
　定員 内容 持ち物
　講師 その他 締め切り
　申し込み 　問い合わせ
　FAX 　電子メール



　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。市ホームページで募集内容をお知らせしています。
　 ３月30日（金）午後５時　入居予定　４月下旬
　・　建設部建設課　住宅・都市計画係 　☎６３―５１１８
　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

両津

相川

金井

畑野
真野
赤泊

4

6

6

3
1
1
3
1
3
1

耐火構造3階建て

耐火構造4階建て

耐火構造4階建て

耐火構造3階建て
耐火構造3階建て
木造2階共同建て
木造2階共同建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て

38,000【定額】

14,900～29,300

16,600～32,700

21,500～42,200
23,300～45,900
19,100～37,600
53,000【定額】
24,000【定額】
56,000【定額】
15,100～22,600

H14

S54

S58

H3
H10
H14
H9
H13
H12
H12

2LDK

3DK

3DK

3DK
3DK
2DK
3DK
2DK
3DK
1LDK

大野第2住宅(1、2、3階)
県営おりと団地
(1階、2階、3階、4階)
県営炭屋町団地
(1階、2階、3階、4階)
栄町団地野かんぞう棟(2階、3階)
栄町団地あさがお棟(3階)
木戸沢住宅D棟（2階）
木戸沢第3住宅(1、2階)
後稲葉住宅団地Ｅ棟(１階)
新町団地
浦津団地

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
３
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

　

そ
の
他
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
３
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

3R（リデュース・リユース・リサイクル）にご協力を！

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

採
用
課
程
お
よ
び
採
用
予
定
者
数

　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程（
人
数
未
定
）

受
験
資
格

１　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

て
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
お
よ

び
、
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
等
学
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方

２　

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

を
修
了
し
た
方
で
、
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
で
当
該
課
程
を
修
了
し
て
６
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
な
ど
、
人
事
院

が
「
１
」
に
該
当
す
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間
お
よ
び
お
申
し
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
６
日
㈮

　

郵
送
・
持
参

　
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
３
日
㈫

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課　

第
二
人
事
係

　

☎
０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６

平
成
30
年
10
月
入
校

海
上
保
安
庁「
海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験（
特
別
）」







　

公
聴
会

　

４
月
９
日
㈪　

午
後
７
時
か
ら

　

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

実
習
室
（
相
川
栄
町
１
番
地
）

公
述
で
き
る
方

　

市
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

公
述
申
出
の
方
法

　

素
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

意
見
の
要
旨
お
よ
び
そ
の
理
由
な
ら
び
に

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
た
市

長
宛
の
書
面
を
公
述
申
出
先
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

公
述
申
出
期
限

　

４
月
４
日
㈬
必
着

公
述
申
出
先

　

市
役
所
建
設
部
建
設
課（
本
庁
舎
３
階
）

　

〒
９
５
２
―
１
２
９
２

　

千
種
２
３
２
番
地

　

公
述
の
申
し
出
が
な
い
と
き
は
、
公
聴

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

建
設
部
建
設
課　

住
宅
・
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

　

県
交
通
政
策
局
港
湾
整
備
課　

管
理
係

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
６
６

　

二
見
港
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
今

後
の
適
正
な
管
理
、
円
滑
な
利
用
を
図
る

た
め
に
、
臨
港
地
区
の
指
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

素
案
説
明
会

　
３
月
20
日
㈫　

午
後
７
時
か
ら

受
験
資
格

１　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

　
　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２　

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
で
次
に
該
当
す
る
方

(1)　

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

(２)　

人
事
院
が
(1)
に
該
当
す
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間
お
よ
び
お
申
し
込
み
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
11
日
㈬

　

郵
送
・
持
参

　
３
月
30
日
㈮
〜
４
月
２
日
㈪

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
03
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

　

そ
の
ほ
か
の
お
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局

　

人
事
第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

　
　

物品
蒸気機関　１式
　佐渡島内の近代産業の発展を物語る重要な遺
産として調査研究等で広く活用していただくため
　株式会社マルゴ　様
車椅子　１台
　歌代の里で役立てて欲しいため
　加藤　文男　様
加湿空気清浄機　１台
　さわた幼稚園の教育環境整備のため
　さわた幼稚園父母の会 会長 石見　勇生　様
図書　100万円分
　故・朝田　宏（昭和29年相川小学校卒業生）の遺
族として、相川小学校の教育環境整備のため
  朝田　幸子　様（さいたま市）
図書　86冊
　佐渡の子どもたちに、佐渡の環境の素晴らしさを
視覚から感じて欲しいため
　佐藤　富士美　様
図書　72冊
　畑野小学校の教育環境整備のため
　今井　茂雄　様（東京都文京区）
図書　40冊
　佐渡市の教育環境整備のため
　金子　美智子　様
金券
図書券　６万円
　内海府・松ヶ崎小学校の教育環境整備のため
　佐渡高校出身者　様（横浜在住）
住所氏名のみ公表
　本間　直彦　様（佐和田）
　伊藤　由美　様（梅津）
　総務部防災管財課財産管理室　管財係
　☎６３－３１２５

平
成
30
年
度
国
税
専
門
官

（
国
家
公
務
員
）
採
用
試
験

二
見
港
の
臨
港
地
区
指
定
に
係
る

素
案
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す



　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係
　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

　佐渡授産ネットワークは、障がい者施設の受注や販路の
拡大を促進させることで作業工賃の向上を目的に平成26年
に設立した会です。
　市内の９事業所が「人と人とが互いに生かし合う地域社
会づくりと人材を生み育てる」ことを目標に、情報交換や

研修会を通して販路の開拓や共同販売会を開催しています。
　各事業所では、オリジナルの手作り製品から心を込めて作り上げた授産
品などを多数用意しています。各種イベントの出店や感謝祭などで、ぜひ
手にとって見てください。
・あんずの家　（両津湊343番地46） ☎23-3303
・チャレンジド立野（立野333番地） ☎67-7774
・相川岩百合　（相川栄町24番地） ☎74-0017
・愛らんど相川（相川栄町24番地） ☎74-0696
・まつはらの家（八幡町303番地2） ☎52-4744
・愛らんど新穂（新穂潟上718番地） ☎67-7581
・さわやか　　（新穂長畝910番地） ☎22-3833
・愛らんど畑野（栗野江1810番地21） ☎66-3901
・サウスクラブ（羽茂本郷525番地4） ☎88-2815

﹃

聴

導

犬

﹄

　
聴
導
犬
は
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

い
ろ
ん
な
音
（
情
報
）
を
伝
え
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

②導くの手話
　右手で左手をつか
んで引っ張るように
動かす。

①聞くの手話
　人差し指だけ立て
て耳に近づける事で
音が耳に入っていく
様子を表す。

③犬の手話
　頭の上に両手を
持って行き、両手を折
る。（耳がたれている
犬の耳のイメージ）

【
手
話（
言
語
）は
人
と
人
と
の
心
を
紡
ぐ「
絆
」で
す
】

　
平
成
29
年
12
月
22
日
に
制
定
さ
れ
た「
新
潟
県
手
話
の
普
及
等
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」で
は
、手
話
は
、音
声
言
語
と
は
異
な
る
語
彙
及
び
文
法

体
系
を
有
し
、手
指
の
動
き
、表
情
等
に
よ
り
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
る「
言

語
」で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
言
語
は
、意
思
疎
通
を
図
る
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、人
と
人
と
の
心
を

紡
ぐ
絆
で
す
。

　
市
で
は
、手
話
や
要
約
筆
記
な
ど
に
よ
り
耳
の
不
自
由
な
方
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



八
幡
小
学
校

佐
渡
・
八
幡
を
愛
し
、

　
貢
献
で
き
る
八
幡
っ
子

　

八
幡
地
区
で
は
、９
月
15
日
の
八
幡

祭
り
の
前
日
、八
幡
宮
境
内
に
作
ら
れ

た
土
俵
で
子
ど
も
夜
相
撲
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。１
９
５
９
年
に
校
内
相
撲

大
会
と
し
て
始
ま
り
、１
９
７
５
年
か

ら
は
、八
幡
地
区
子
供
育
成
会
の
主
催

で
、八
幡
祭
り
の
関
連
行
事
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夜
相
撲
に
は
多
く
の
児
童
が
参
加

し
、祭
り
の
前
夜
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。翌
日
の
八
幡
祭
り
に
も
参
加
し
、

地
区
ご
と
の
樽
御
輿
で
地
域
を
回
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
５
・
６
年
生
は
、朱
鷺

と
暮
ら
す
郷
認
証
米
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
農
家
の
協
力
を
得
な
が

ら
、ト
キ
の
生
息
環
境
を
守
る
米
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。収
穫
し
た

米
は
文
化
祭
で
販
売
し
、売
り
上
げ
の

一
部
を
ト
キ
環
境
整
備
基
金
に
寄
付

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
育
課
程
に
位
置
付
け
た

「
自
分
と
八
幡
の
未
来
を
考
え
る
日
」

で
は
、２
千
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根

を
植
え
付
け
る「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
作

戦
」と
、地
域
の
防
災（
炊
き
出
し
）訓

練
を
兼
ね
た「
八
幡
芋
煮
会
」に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
の
「
八
幡
キ
ャ
リ
ア
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
「
や
り
が
い
の

あ
る
生
き
方
〜
仕
事
と
の
両
立
」
を

テ
ー
マ
に
、
地

域
で
仕
事
や
地

域
貢
献
活
動
、

趣
味
を
両
立
し

て
い
る
方
々
を

講
師
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
も
地
域
主
催
の
行
事
へ
の

参
加
が
増
え
、佐
渡
や
八
幡
地
区
の
こ
と

が
好
き
と
答
え
る
児
童
の
割
合
が
増
え

た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。保
護
者

か
ら
、「
地
域
に
か
か
わ
り
、た
く
さ
ん
の

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、学
校
・
地
域

の
方
の
中
で
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
感
じ
る
」と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

八
幡
小
学
校
は
今
年
度
で
創
立
１
４

０
周
年
を
迎
え
、８
月
に
は
地
域
の
皆
さ

ま
と
共
に
創
立
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、地
域
と
と
も
に
歩

み
、子
ど
も
の
成
長
し
た
姿
で
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66―

４
８
９
８

教育委員会社会教育課

　

１
月
20
日
㈯
、
新
穂
地
区
公
民
館
を
会

場
に
、
新
穂
図
書
室
主
催
の
第
２
回
新
穂

ト
キ
め
き
シ
ネ
マ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
は
懐
か
し
い
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
上

映
会
で
、
子
ど
も
向
け
の
短
い
映
画
を
３

本
上
映
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
を
見
る
機

会
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
フ
ィ
ル
ム
交
換
の
際
に
は
読
み

聞
か
せ
も
あ

り
、
訪
れ
た

子
ど
も
た
ち

は
み
ん
な
大

満
足
の
様
子

で
し
た
。

　

小
木
地
区
公
民
館
で
は
、
小
木
幼
稚
園
園

児
を
対
象
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
家
庭
教
育
学

級
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
級
は
、
年
間
を
通
し
て
幼
稚
園
と

公
民
館
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健

や
か
な
成
長
と
、
友
達
同
士
の
つ
な
が
り
や

親
子
の
絆
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
植

え
、
親
子
の
集
い
（
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
）
、
小
木
お
け
さ
練
習
、
茶
道
講
習
、

太
鼓
体
験
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
興

味
を
持
ち
、
楽
し
く
体
験
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

新
穂
ト
キ
め
き
シ
ネ
マ

　
　
　
　
　
　
（
新
穂
地
区
）

ふ
れ
あ
い
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　
　
　
（
小
木
地
区
）

大きなスクリーンで見る
映画は迫力が違う！

たたこう館にやってきた♪（太鼓体験の様子）

グループごとの話し合いの様子





鶴
子
銀
山
(20)
　
松
陰
の
見
た
鶴
子
弥
十
郎
間
歩

　

嘉
永
５（
１
８
５
２
）年
２
月
晦
日
、

雪
の
舞
う
中
、鶴
子
屏
風
沢
の
弥
十
郎
間

歩
に
吉
田
松
陰
ら
は
到
着
し
ま
し
た
。入

口
で
は
、松
陰
が「
一い
っ
短た
ん

弊へ
い
衣い

」と
表
現

し
た
裂
織
り
の
作
業
着
に
着
替
え
、案
内

の
地
役
人
松
原
小
藤
太
と
大
工
２
人
の

先
導
で
坑
道
に
入
り
ま
し
た
。

　

手
に
し
た「
釣
り
と
も
し
」の
灯
り
を
た

よ
り
に
、20
間
ば
か
り
進
む
と
坑
道
が
左

右
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
左
側
の

坑
道
を
進
み
、横
木
を
渡
し
た
梯
子
や
、

材
木
を
刻
ん
だ
梯
子
を
上
っ
た
り
下
り

た
り
、右
や
左
に
曲
が
り
な
が
ら
14
〜
５

町
ほ
ど
歩
き
ま
し
た
。す
る
と
、ほ
の
か
な

光
が
見
え
て
、そ
の
中
で「
打
声
丁ち
ょ
う

々ち
ょ
う

、

歌
音
琅ろ
う
々ろ
う
」と
し
て
、鉱
脈
を
穿う
が
つ
者
た
ち

が
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
場
所
が
５
、６
カ

所
あ
り
、そ
こ
を
す
ぎ
る
と
、「
樋と
い
場ば

」が
あ
っ

て
、井
戸
ざ
ら
い
を
す
る
よ
う
に
湧
き
水
を

排
水
し
て
い
ま
し
た
。

　

坑
内
は
暑
く「
満
身
汗
を
生
ず
る
」ほ
ど

で
し
た
。坑
道
か
ら
出
る
と
雪
が
体
に
触

れ
、は
な
は
だ
清せ
い
爽そ
う
で
、ま
る
で「
地
獄
を
離

れ
て
人
間
界
に
出
づ
る
が
如
し
」と
松
陰
は

述
べ
ま
す
。そ
し
て
、金
銀
を
得
る
た
め
に
費

や
す
労
力
や
財
力
、ま
た
人
命
を
損
な
う
こ

と
が
あ
る
こ
と
を
、金
銀
を「
糞
土
」の
如
く

考
え
浪
費
す
る
者
は
、「
肝
を
寒
う
す
べ
し
」

と
指
摘
し
ま
す
。

　

松
陰
ら
は
、翌
閏
２
月
１
日
に
春
日
崎
に

あ
る
砲
台
、２
日
に
銅
床
屋
で
製
錬
の
現
場

を
見
学
し
た
後
、八
幡
か
ら
新
穂
・
潟
上
・
原

黒
を
経
て
、湊
で
宿
泊
し
ま
し
た
。そ
の
日
、

加
茂
湖
畔
で
初
め
て
鶯
の
声
を
聞
き
、「
二に

月
已
終
閏
月
来
」と
詩
に
詠
み
ま
し
た
。

　

松
陰
、22
歳
。安
政
６（
１
８
５
９
）年
10

月
27
日
朝
、江
戸
伝
馬
町
の
牢
獄
で
刑
死
す

る
７
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

　新年になると、各集落の仏堂で行事が行われます。この１年、集落や家族の無病息災、五穀豊穣、家内安
全、交通安全などを願う目的で、ねまり遍路や百万遍など、念仏を唱えたり大数珠を回したりします。
　とくに年配世代は信仰心が厚いため、１つ１つの行事を大事に続けています。同時に、みんなで集まって
おしゃべりやお茶ができる憩いの時間を楽しみにしていて、お手製のあられや干し柿が目の前に並びます。
　私は、地域のことを知るために仏堂での行事にも参加させ
ていただいています。同じ行事でも、集落によって念仏の節
に違いがある点がおもしろいと感じています。あちこち参加
しているうちに、光明真言をすっかり覚えてしまいました。
若い世代へ、行儀だけでなく目的や思いもこの行事を通して
継承していってほしいと思います。

　地域おこし協力隊活動ブログ随時更新中！
　　「佐渡島の情報」を地域おこし協力隊の
　目線で発信中！ぜひ、ご覧ください。

　産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

が
つ
は
す
で
に
お
わ
り
う
る
う
づ
き
き
た
る

｢テヘン」は親方や役付が被る（左）と「釣り
ともし」(右)。（「銀山往時之稼行絵巻」より）

相川金泉地域担当　小林　美由紀

北狄集落「生貫観音」での百万遍



「劇場型勧誘電話に注意！」

お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時～午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン
☎１８８（嫌や！泣き寝入り）

い　や　や いや

　
「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」
に
関
す
る
劇
場
型
勧
誘
と
思
わ
れ
る

不
審
な
電
話
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
安
に
感
じ
た
り
対
応
に
困
っ
た
と
き
は
、
相
手
に
連
絡
す
る

前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

左から髙野、小路、北嶋、
伊豆野各駐在員

 

【
相
談
事
例
】

　

大
手
通
販
サ
イ
ト
事
業
者

を
名
乗
る
人
か
ら
突
然
電
話

が
あ
り
、
「
あ
な
た
の
お
住

ま
い
の
地
域
に
大
手
洗
剤

メ
ー
カ
ー
が
老
人
福
祉
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、

私
た
ち
も
参
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
無
作
為
に
選
ば
れ

た
あ
な
た
に
も
入
居
す
る
権

利
が
あ
る
が
希
望
し
ま
す

か
」
と
言
わ
れ
た
。

　

「
要
ら
な
い
」
と
答
え
る

と
「
そ
れ
で
は
あ
な
た
の
お

名
前
を
抹
消
し
ま
す
。
ネ
ッ

ト
上
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
の
で
、
後
ほ
ど
電
話
を
し

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

　

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
不
安

だ
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

「
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
で
き
る
権
利
が
あ

る
」
な
ど
と
勧
誘
す
る

劇
場
型
勧
誘
と
思
わ
れ

ま
す
。
相
手
の
話
し
に

は
乗
ら
ず
、
事
実
か
ど

う
か
確
か
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
た
劇
場
型
勧
誘
の

手
口
は
、
事
業
者
、
警

察
、
弁
護
士
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
人
物
が
登
場
し

て
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
す
。
知
ら
な
い
人
か

ら
の
電
話
は
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

佐
渡
市
東
京
事
務
所
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
　

　

去
る
１
月
１
日
、佐
渡
市
東
京
事
務
所
で
人
事
異
動
が
あ
り
、年
初
か
ら
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。過
去
７
年
半
に
わ
た
り
事
務
所
長
を
務
め
た
榎
谷
端
夫
さ
ん

（
小
木
出
身
）、事
務
所
開
設
以
来
12
年
に
わ
た
り
駐
在
員
を
務
め
た
元
田
利
夫
さ
ん

（
畑
野
出
身
）、名
畑
榮
雄
さ
ん（
真
野
出
身
）が
退
任
さ
れ
、新
所
長
に
小
路
徹（
両
津
出

身
）、駐
在
員
と
し
て
伊
豆
野
泰
弘
さ
ん（
両
津
出
身
）、北
嶋
准
さ
ん（
小
木
出
身
）、髙

野
一
久
さ
ん（
金
井
出
身
）が
就
任
し
、４
人
が
日
替
わ
り

で
一
人
ず
つ
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
の
運
営
は
、市
の
委
託
を
受
け
て
首
都
圏
佐

渡
連
合
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。４
人
の
駐
在
員
は
首
都
圏

佐
渡
連
合
会
の
郷
土
連
絡
委
員
会
に
も
属
し
、伊
豆
野

さ
ん
は
文
化
芸
能
部
会
長
、北
嶋
さ
ん
は
観
光
部
会
長
、

髙
野
さ
ん
は
産
業
振
興
部
会
長
に
新
た
に
就
任
し
、各

部
会
の
活
動
を
統
率
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
の
役
割
は
、「
佐
渡
市
が
推
進
す
る
観
光
、文
化
・
芸
能
、産
業
振
興
等
に
関
し

て
首
都
圏
へ
の
情
報
発
信
ま
た
は
こ
れ
ら
の
情
報
収
集
」を
行
う
こ
と
で
、市
役
所
の
担

当
課
と
連
携
し
な
が
ら
、首
都
圏
佐
渡
連
合
会
の
会
員（
約
７
千
人
）を
中
心
に
情
報
の

受
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
の
発
信
力
強
化
の
た
め
、ブ
ロ
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
佐
渡
市
東
京
事

務
所
ブ
ロ
グ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

小
路　

徹
）

編集後記
　この間正月があけたと

思えば、もう３月。進級・進

学の季節を迎えます。

　我が家の子どもたちもそ

れぞれ一つ上のクラスに進

級します。日に日に立派に

なっていく子どもたちの成

長を実感しながら、私も成

長しなければと思う今日こ

のごろです。（K.O）



戸籍の窓
1.10～2.1届出

地  区  名 住  所  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう

地  区  名 住  所  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

世志人
恭兵
純澄
遼
渚
郁弥
義也

両　津
相　川
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃

加茂歌代
相川大浦
稲鯨
中原
市野沢
上矢馳
市野沢

（たいき）
（きょうのしん）
（きっぺい）
（そうすけ）
（りと）
（そら）
（りゅうと）

満　尾　太　樹
秋　野　恭ノ志
竹　本　祈　平
平　澤　宗　侑
岩　﨑　凛　冬
宮　坂　空　来
本　間　琉　翔

90
81
99
87
83
88
80
68
80
97
78
82
88
91
91
97
88
76
95
72
86
78
78
70
99
83
55
77
90
82
90
75
102
88
91
82
68
71
83
88
52
87
81
72
87
100

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

両尾
春日
梅津
両津湊
水津
浦川
椎泊
両津湊
白瀬
羽吉
加茂歌代
春日
関
戸地
相川五郎左衛門町
小川
下相川
石花
相川大浦
相川塩屋町
石名
相川江戸沢町
北片辺
南片辺
八幡
窪田
沢根五十里
河原田本町
河原田諏訪町
山田
河原田諏訪町
沢根
鍛冶町
八幡
沢根
河原田諏訪町
窪田
千種
中興
泉
金井新保
中興
平清水
中興
中興
泉

1.9
1.13
1.15
1.16
1.20
1.20
1.23
1.27
1.28
1.28
1.29
1.30
1.10
1.11
1.19
1.19
1.21
1.23
1.26
1.27
1.28
1.30
1.30
2.1
1.8
1.11
1.12
1.20
1.20
1.20
1.20
1.22
1.23
1.24
1.25
1.28
1.30
1.12
1.13
1.18
1.21
1.22
1.22
1.26
1.28
1.30

1.15
1.23
1.27
1.10
1.13
1.15
1.16
1.18
1.21
1.21
1.26
1.27
1.29
1.9
1.12
1.14
1.15
1.15
1.16
1.20
1.22
1.24
1.25
1.27
1.9
1.16
1.20
1.24
1.25
1.10
1.13
1.13
1.16
1.21
1.22
1.23
1.26
1.26
1.30
1.31
1.31
1.18
1.19
1.24
1.26
1.27

88
68
92
96
96
84
83
78
93
86
99
77
84
91
90
87
88
64
81
101
95
93
86
71
86
86
80
85
64
95
91
50
99
92
76
90
93
94
83
80
91
70
87
93
93
95

新　穂
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃
　〃

新穂長畝
下新穂
新穂皆川
寺田
畑野
松ケ崎
三宮
畑野
栗野江
丸山
畑野
宮川
栗野江
豊田
長石
吉岡
背合
滝脇
大小
長石
田切須
真野新町
西三川
金丸
小木町
小木町
沢崎
小木町
小比叡
羽茂滝平
羽茂大石
羽茂大崎
羽茂村山
羽茂上山田
羽茂大石
羽茂大石
羽茂本郷
羽茂大橋
羽茂大橋
羽茂本郷
羽茂大石
徳和
徳和
真浦
赤泊
三川

1.15
1.19
1.28
1.3
1.7
1.10
1.12

1.18
1.21
1.15
1.8
1.11
1.3
1.4
1.14

輝彦
正明
恒太
優
靖志
亮太
靖宏
直人

佐和田
　〃
金　井
真　野
　〃
小　木
羽　茂
赤　泊

長木
東大通
吉井本郷
長石
西三川
小木町
羽茂上山田
下川茂

（とき）
（にも）
（かんな）
（ゆい）
（らんか）
（きほ）
（れん）
（そうた）

山　本　隼　輝
岩　崎　笑　海
鎮　守　環　花
本　田　結　衣
本　間　蘭　花
川　上　稀　帆
金　子　　　蓮
栗　津　颯　太

福　島　ヤヨヒ
後　藤　　　稔
土　屋　コナミ
北　　　芳　男
笹　井　壽　夫
佐　藤　トシ子
椎　　　　　晋
本　間　廣　幸
稲　村　あや子
俵　　　シ　ナ
後　藤　　　繁
岩　根　利　夫
地　多　　　豊
山　本　ハ　ル
荻　野　　　豊
小　杉　静　子
山　本　照　美
土　屋　　　正
中　川　ミ　ヨ
佐　藤　武　男
神　﨑　妙　子
坂　上　辰　巳
丸　山　蓉　子
川　上　隆　子
金　子　　　艶
齊　藤　　　保
須　田　美津子
可　野　春　子
佐　藤　ヤ　ヱ
滝　　　榮太郎
本　間　ヤ　ス
山　本　喜代次
若　林　ミサ子
若　林　チヨノ
阿　部　　　廣
遠　藤　敦　子
加　藤　吉　江
佐　藤　　　進
坂　田　宇賀治
本　間　邦　雄
岩　間　恭　次
鈴　木　祐　二
山　本　俊　男
木　下　マサエ
関　口　八　重
野　尻　八　重

和　田　ヨシノ
計　良　正　晴
金　子　ヤスエ
信　田　敏　雄
渡　邉　フ　ミ
青　木　ク　ニ
永　井　カ　ヨ
小　林　　　勇
土　屋　ハ　ツ
本　間　シヅ子
小　田　ハツヱ
長　嶋　チ　ヨ
本　間　啓　輔
小　山　ミツイ
逸　見　美　枝
金　子　　　豊
金　子　トミエ
計　良　通　明
金　子　サト子
菊　池　フ　ミ
津　田　チ　ヱ
山　地　ヒ　デ
溝　内　　　博
後　藤　正　治
坂　本　キ　ヨ
住　𠮷　惠　美
木野下　勇　作
塚　原　髙　次
佐々木　雅　敏
米　山　　　昇
中　原　清　文
本　間　栄美子
畠　野　スゞ子
金　子　鐡之進
西　野　英　一
佐　藤　芙美子
天　澤　千　代
本　間　ミチヱ
白　石　祐　護
庵　原　チ　ヨ
村　川　次　男
佐　藤　一　富
諸　橋　音　松
海老名　チ　ヨ
中　野　ヨシヱ
新　田　シ　ズ
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　10月から3月にかけて、各地域の集落センターや公民館などで健
康学習会を開き、調理実習と健康講話を行っています。
　高齢の方は栄養不足になりがちのため、調理実習では、参加者と
一緒にいろいろな食材を使って、低栄養予防を意識したバランスの
良い食事作りを行っています。
　今回は、たんぱく質の豊富な「鮭の玉ねぎ煮」についてご紹介します。
＜作り方＞
①鮭に酒とレモン汁で下味をつける。
②玉ねぎは薄切り、水菜は２cmくらいの長さに切る。
③フライパンに油を熱し、鮭をさっと焼いたら、玉ねぎを載せて蓋を
し、蒸し焼きにする。
④玉ねぎが透き通ってきたら、水菜を載せてしょうゆとみりんを加え、
再度蓋をして２～３分加熱して鮭に火が通ったらでき上がり。

※そのほかの料理の作り方については、ご希望の方にお渡ししますのでお問
い合わせください。

お問い合わせ
　市民福祉部市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３―３１１５

 
 

 
 

健康学習会でバランス食
～低栄養予防でいつまでも元気に～

　春は進学や就職、転勤などで引っ越しが多い時
期です。引っ越しの前に図書館から借りた本は、忘
れずお返しください。市内で借りた本は、市内どの
図書館・図書室でも返却ができます。

　

　図書館のホームページから図書の検索や予約、
利用状況の確認ができます。
　本の予約などのサービスを利用するには、事前に
「パスワード」や「メールアドレス」を登録する必要
がありますので、図書館・図書室で手続きをお願い
します。
　予約していただいた本は、貸し出し可能になった
際に、メールでご連絡させていただいています。

40周年記念誌
「子どもに問題解決の
　力をつける社会科授業」
―新しい社会科授業の創造を
　目指して―
　佐渡社会科授業を研究する会
　佐渡社会科授業を研究する会（社会科サーク

ル）が発足して40年目を迎えた記念誌です。



　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、
QRコードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に
必ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室
　　　　　　　情報政策係　☎63-5139

　 スマートフォンの無料アプリ「マチイロ」で広報紙「市報さ
ど」が閲覧できます。（アプリの使用は無料ですが、通信費
は利用者の負担となります。また、広告が表示されますが、
佐渡市とは何ら関係ありません。）

広報紙「市報さど」をもっと身近に

　2月10日(土)、あいぽーと佐渡を会場にジオパークシンポジウムが開催されました。会場では、先進地の
事例を紹介した講演会をはじめ、岩石に見立てたクッキーを作る「ジオガシキッチン」や「第2回佐渡ジオパーク
フォトコンテスト」の表彰式などが行われ、各世代がジオパークについて触れ合う機会となりました。
　また、「ポスターセッション」という日ごろの調査や研究した内容をポスターにまとめて発表するコーナーでは、
小中学生から大人までが来場者に対して
丁寧に説明する姿がとても印象的でした。
発表者の様子から、楽しみながらジオパーク
活動に取り組んでいることが伝わってきま
した。
　なお、フォトコンテスト入賞作品は、３月
25日（日）まであいぽーと佐渡で展示して
ありますので、ぜひご覧ください。

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

イベント・くらしの情報

　高田公園は、徳川家康の六男・松平忠輝公の居城として
築かれた高田城の城跡に整備された公園で、園内とその周辺
には約4,000本のソメイヨシノがあります。ぼんぼりに照ら
されたソメイヨシノが堀の水面に映り、三重櫓のライトアップ
とともに現れる美しい様は、日本三大夜桜のひとつに数え
られています。
　また、桜並木をライトアップした“さくらロード”も人気です。
この機会にぜひ、上越市へお越しください。
　日時　４月６日（金）～22日（日）
　会場　高田公園（上越市本城町44番１）

集客プロモーションパートナー都市・上越市からのお知らせ

『第93回  高田城百万人観桜会』

おにぎり

佐渡の大地を肌で感じる「ジオパークシンポジウム」佐渡の大地を肌で感じる「ジオパークシンポジウム」佐渡の大地を肌で感じる「ジオパークシンポジウム」佐渡の大地を肌で感じる「ジオパークシンポジウム」

お問い合わせ

（公社）上越観光コンベンション協会　　
☎０２５－５４３－２７７７

上越市の観光に関するお問い合わせ
　上越市観光振興課　☎０２５－５２６－５１１１
　（公社）上越観光コンベンション協会　☎０２５－５４３－２７７７

上越観光Navi 

ポスターの前で発表する皆さん

高田城三重櫓と夜桜

■発行・編集　佐渡市 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
　〒952-1292 佐渡市千種232番地
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR

■発行日　平成30年3月10日


